
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               
                            

                             
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講師紹介 

「埼京 RED ROCKET」は、視力 0.1 以

下の弱視の選手が中心に、プレイをす

る「ブラインドサッカーB2/3」のチー

ムです。チームや世界の枠を越えて積

極的に活動し、ブラインドサッカーの

普及に取り組んでいます。今年 9月に

は、メンバー有志が日韓親善試合に参

加しました。 

   
 

 

 

 

みさと書房(三郷市早稲田 2-2-6） 

            亀有信用金庫三郷駅前支店(三郷市三郷 2-20-1)、川の郷福祉会(三郷市早稲田 1-11-13） 

            カーブスワオシティ三郷(三郷市三郷 1-3-1 ワオシティ三郷 2階) 

            NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ青いそら(三郷市早稲田 5-4-1 三郷市文化会館内 1階) 

            地域活動支援センターパティオ（三郷市早稲田 3-26-3 ふれあい早稲田 3階） 

                    特別養護老人ホーム小鳩園(三郷市幸房 680)、ドコモショップ三郷店(三郷市幸房 131-1) 

            亀有信用金庫早稲田支店(三郷市谷口 631-1)、三郷郵便局(三郷市谷中 14-9) 

            特定非営利活動法人ひまわりの家(三郷市新和 4-562-3)、工房風のうた(三郷市新和 4-601) 

            埼玉みさと総合リハビリテーション病院(三郷市新和 5-207) 

            介護老人保健施設三郷ケアセンター(三郷市南蓮沼 260-2)、みどりの風(三郷市半田 1212-2) 

            イトーヨーカドー三郷店(三郷市天神 2-22) 

            ブックスたかの(三郷市鷹野 3-14) 

            地域包括支援センターみさと南(三郷市戸ヶ崎 1-568-1) 

            亀有信用金庫三郷支店(三郷市戸ヶ崎 2-285)、三郷前谷支店(三郷市戸ヶ崎 3-116-2) 

            亀有信用金庫高州支店(三郷市高州 1-291-1)   
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【発行】三郷市ボランティアセンター（三郷市社会福祉協議会内） 
〒341-0041 埼玉県三郷市花和田 638-1 三郷市健康福祉会館 5階 

[Tel]048-953-4191 [Fax]048-953-4192 [E-mail]mvc@misato-syakyo.or.jp     

[Web]http://www.misato-syakyo.or.jp/vc/ 

[開所時間]午前 8時 30 分～午後 5時 15分 月～金曜日（祝日除く） 

http://www.misato-syakyo.or.jp/vc/ 

三郷市内外の           情報をお届けします！ 
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ボランティアみさと 配布先 

三郷駅周辺 

 

 

 

 

幸房・谷中・谷口周辺 

 

新和・栄周辺 

 

新三郷駅周辺 

天神周辺 

鷹野周辺 

戸ヶ崎周辺 

 

高州周辺 

三郷市ボランティアセンター、市内公共施設以外でも配布しています！ 

編 集 
後 記 
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Contents   P.2 講演会の情報  P.3 助成金の情報  P.4 ボランティア講座のおしらせ 

ボラセンから講座のお知らせ 

親子でボランティア！～ブラインドサッカーで学ぶ“支えあい”の気持ち～ 

ボランティア活動は、机上の学びだけでは得ることのできない「生きた学習の場」！さまざまな出会いか

ら、社会参加の一歩へ繋がります。今回、視覚障がい者のために考案された「ブラインドサッカー」を通

じて、障がい当事者への理解、支えあいの気持ち、幅広い分野で活躍しているボランティアのことについ

て、親子で一緒に学ぶ機会にしたいと思います。たくさんのご応募お待ちしています 

 
■とき        平成 22年 12 月 4日(土)午前 10時～正午 

■ところ       三郷市立新和小学校 校庭・体育館（三郷市栄 2-112-2）  

つくばエキスプレス「三郷中央駅」から徒歩 10分 

※お車でいらっしゃる場合は、予めご相談ください。 

■対象        市内在中の小学生と保護者 

■定員          15 組（先着順。定員になり次第締め切ります） 

■もちもの        動きやすい服装、運動靴、体育館用の上履き 

■申し込み        11 月 15 日(月)～11 月 30 日(火) 

■申し込み方法     電話でお申し込みください（平日の 8：30～17：15） 

連絡事項もありますので、保護者のかたが電話してください。 

■くわしくは・・・   

三郷市ボランティアセンター（三郷市社会福祉協議会内） 

[TEL]048-953-4191 [FAX]048-953-4192 

[E メール]mvc@misato-syakyo.or.jp 

 

韓国でおこなわれた、第１回日本・韓国ブラインドサッカー

「Ｂ2/3」カテゴリー交流大会の様子 
ブラインドサッカーのボールは、
音のなるよう鈴が入っていたり、
ボールが見やすいように黄色
のものを使ったりします。 

ブラインドサッカーは、視覚にハンディキャップがあっても、さまざまな工夫をしてプレ

イができるよう考案されたスポーツです。障がいの有無に関係なく、一緒に活動できるの

も特徴です。今回、ブラインドサッカーを通じて、親子でボランティアについて学ぶ機会

にしたいと企画をしました。スポーツに自信がなくても大丈夫です。詳しくは、P.4 をご

覧ください。 

前回号でもお知らせしました「ボランティア活動先情報 2010」と「平成 22 年度ボランティア・市民活動団体情報」が完成しました。 

これからボランティア活動をしたいという人、市内のボランティアや市民活動団体の情報を知りたい人、ぜひ活用ください。ボランティアセンタ

ーで配布しています！ 



 

 

当日プログラム 

12：30～  開場 
13：00～  上映「ただいま それぞれの居場所」 
14：45～  休憩 
15：00～  大宮浩一監督と介護・福祉を語る 
16：15～  子安 仁さん・真知子さんご夫婦への手紙 
16：30   終了 
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講演会の情報 助成金の情報 

子安仁さん・真知子さん追悼 映画上演＆講演会 

文化庁映画賞「文化記録映画大賞」受賞作品 

「ただいま それぞれの居場所」 

～大宮浩一監督と介護・福祉を語る～ 
 

「地域で共に生きるナノ」は、三郷市を中心に活動している高次脳機能障害者と家族の会です。病気や障がいの予防活動及び障が

いが残った後も、余暇を楽しめる人生を送るお手伝いや活動を、障がい、年齢、地域の枠を超え、グローバルに目指しています。

高次脳機能障害とは、事故や病気などの原因で、脳の一部が損傷を受け、記憶、意思、感情などの高度な脳の機能に障がいが現れ

てしまうものです。現在、高次脳機能障害ピアカウンセリング事業(埼玉県委託事業)として、地域交流会や電話相談も行っていま

す。 

2010 年、暑かった夏も過ぎ、あっという間に秋風を感じる今日この頃です。時の

うつろいはやさしくもありますが、秋の音は容赦なく昨年の出来事を思い起こさせ、

思い出に押しつぶされそうになります。この度、子安仁さん・真知子さんご夫婦の

笑顔と生死に向かい合った歳月を、ゆかりのある方々に見ていただきたく上映会

を催します。どうぞ皆様、お時間を作って是非ご覧いただきますよう、よろしくお願い

いたします。      「地域でともに生きるナノ」代表 谷口 眞知子 

■日時   平成 22 年 12 月 5 日(日) 午後 1時～午後 4 時 30 分（午後 12 時 30 分開場） 

■場所   三郷市鷹野文化センターホール（三郷市鷹野 4-70） 

東武バス 金町行き  大膳橋経由「八木郷橋」下車 徒歩 3 分 

三郷中央通り経由「鷹野文化センター入口」下車 徒歩 2分 

            松戸行き   三郷中央駅、市役所経由「鎌倉（かまくら）」下車 徒歩 3 分 

 

■チケット 前売り券・当日券 1,500 円 

      前売り券が必要なかたは、048-956-2224(谷口)まで申し込みください。 

 
【子安家のある日の一日】 
 
年齢・障がいの有無に関係なく、みんなが一緒にふれあい・生
活することのできる民間福祉施設「元気な亀さん」では、流し
そうめん大会の準備が行われていた。利用者みんなで竹を削る
中に子安さんの姿もある。子安さんは、ヴェネツィア・マラソ
ン大会に出場中に、心筋梗塞で心肺停止、一命は取り留めたも
のの、高次脳機能障害が残った。 
子安さんの奥さん・真知子さん(49 歳)は、子安さんが後遺症
を抱えることになってしまっても、娘たちのために体を張って
生きてきた。そして、流しそうめん大会当日、子安さんの隣に
は娘たちもいる。次女の藍希子さんが、二十歳になったことを
子安さんに伝える。子安さんはリラックスした様子で、嬉しそ
うに娘たちを見つめている（映画パンフレットより）。 

【高次脳機能障害相談ダイヤル】（埼玉県委託事業） 

■相談日  毎週火曜日・金曜日(祝日・年末年始を除く) 

■相談員  高次脳機能障害をもつ当事者と家族 

■時間   午前 10 時～正午、午後 1時～3時 

■電話   090-4759-7156 

■費用   無料 ※通信費は、利用者負担でお願いします。 

※原則として当方からのお電話はできません。 

■主催   地域で共に生きるナノ 

■その他  相談内容は、県の個人情報保護条例に基づき厳守します。 

 
この相談は、支援の輪を少しでも広げたいとの思いから、高次脳機能障害を負った当事者と家族

が受けています。このため、私たちにできるのは、皆様のお話をお伺いし、経験をお話すること

です。私たちでは対応しきれないときは、専門の相談機関の紹介しかできない場合もあるかと思

いますが、どうぞご理解ください。 

■くわしくは・・・ 

「地域でともに生きるナノ」谷口 

［TEL］048-956-2224 

「（財）日本社会福祉弘済会 社会福祉助成事業」～2011 年度助成～ 

 

本会の助成事業は、増大・多様化する福祉需要のなかで、社会福祉関係者の専門性向上などを目指した

「研修事業」や「研究事業」、また地域社会で草の根的に取り組んでいる“先駆的事業”に一部助成する

ことにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを目的とします。 

 
■申請期間  平成 22年 11 月 1日(月)～12 月 15 日(水) ※当日消印有効 

■助成内容  社会福祉関係者の資質向上に関する研修や研究  

■助成金額  助成対象経費の 80％以内で 30万円以内 ※ただし、調査研究は 80％以内で 50万円以内 

■申請条件  社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施設、 

福祉団体などが行う専門性向上などを目的とした「研修」や「調査・実践研究」に助成 

します。法人格のない任意団体、グループは市町村社会福祉協議会の推薦を得て申請し 

てください。なお、申請は 1団体 1事業とします。 

■くわしくは・・・ 

（財）日本社会福祉弘済会 助成事業担当 

〒130-0022 東京都墨田区江東橋 4－24－3 

［TEL］03-3846-2172［FAX］03-3846-2185  

http://www.nisshasai.jp/fukusijyoseijigyo/index.html 

※申請書はホームページからダウンロードできます。 

 
 

「JT 青少年育成に関する NPO 助成事業」～2011 年度助成～ 

 

JT では、NPO 法人をはじめとした非営利法人が、日本国内において、地域の核となって実施する、青

少年（小学生～高校生）の健全な育成につながる事業に対し、助成を行ないます。なお、活動分野は

問いませんが、環境美化や環境保全に関する活動を推奨します。選考にあたっては、書類審査、面談

等を実施し、社外有識者を中心に構成する NPO 助成プログラム推進委員会において審議を行った

後、決定致します。 

 
■申請期間  平成 22年 10 月 1日(金)～11 月 20 日(土) ※当日消印有効 

■申請対象  非営利法人が日本国内において、地域社会の核となって実施する青少年の健全な育成に

つながる事業の事業費及び人件費を助成します。 

■助成金額  １件当り年間最高 150 万円まで（40 件程度） 

 

■くわしくは・・・ 

日本たばこ産業株式会社 ＣＳＲ推進部 社会貢献室 

〒105-8422 東京都港区虎ノ門 2－2－1 

［TEL］03-5572-4290［FAX］03-5572-1443 

http://www.jti.co.jp/csr/contribution/social/npo/index.html  

※申請書はホームページからダウンロードできます。 

 

「地域でともに生きるナノ」会員 


